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料と方法】 抗原特異的 Th2 応答における Munc13-4 およ
び Exophilin7 の役割を明らかにするために，Munc13-4 遺





や IL-5 等，Th2 サイトカインの分泌が有意に増加するこ
とも認められた．Jinx マウス由来の樹状細胞と共培養した





語】 Jinx マウスで Th2 型免疫応答の亢進が認められる一
方で，Exophilin7 遺伝子欠損マウスでは Th2 型免疫応答
が減弱しており，Munc13-4 および Exophilin7 が抗原特異
的な Th2 応答において相反する作用を有していることが


















































した（J Dermatol 2016; 43: 56-62.）．さらに，無作為化単
盲検試験によって，レイノー現象・手指潰瘍に対する B
型ボツリヌス毒素の有効性も世界で初めて明らかにした













張し，一部では消失していた．症例 2 は 73 歳女性．左母



























戦は 65 歳以上の有症率が 5-14％と高い．老人の代名詞と
も言うべき疾患であるが，未だその発症メカニズムは解明
されていない．GTP 結合タンパク質である ARF タンパク
質はクラス I（ARF1，2，3），クラス II（ARF4，ARF5），
クラス III（ARF6）の 3 種に分類される．ARF4 および
ARF5 の遺伝子欠失（KO）マウスを作製したところ，
ARF4（＋／－）かつ ARF5（－／－）マウス（以下，ク








タグを付した ARF5 遺伝子を L7 プロモーター遺伝子の下



















果から，小脳プルキンエ細胞におけるクラス II ARF タン





























生体マウス（4～5 週齢）に AAV-PHP.B を静脈注射し，投
与後 0～7 日の各時点でマウス血清を回収，ELISA 法で
NAb を測定し NAb 産生の時間経過を明らかにした．次に，
アストロサイト特異的 GFAP プロモーター制御下で赤色
蛍 光 タ ン パ ク 質（mCherry） を 発 現 す る AAV-PHP.B
（GFAP-mCherry）を生体マウスに静脈注射し，マウスに
NAb 産生を誘導した．初回ウイルス投与後 0～7 日間隔を
空けて，神経細胞特異的 NSE プロモーター制御下で緑色
蛍光タンパク質（GFP）を発現する AAV-PHP.B（NSE-GFP）
を静脈注射した．1 回目の静脈注射による NAb 産生が 2
回目のウイルス静脈投与による遺伝子発現に与える影響を，
2 回目の投与後 2 週間で脳の遺伝子発現を観察することで
明らかにした．【結　果】 AAV-PHP.B に対する NAb は
AAV-PHP.B 投与後 2 日で検出され，時間経過で急激に増
加した．また，GFAP-mCherry 投与後に間隔を空けて
NSE-GFP を投与する実験では，コントロール（0 日）と
